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凡例

１．本総目次は、『障害児 学童疎開資料集』の『光明通信』『仰光通信』『学寮通信』『学校新聞』『ク
ラスの友』（第１巻所収）、『肢体不自由児の学校と教育』『クラルテ』（第２巻所収）の内容目次
を採録したものである。

２．旧漢字は新漢字に改めた。
３．仮名遣い・送り仮名は、原文通りとした。
４．外来語は、基本的に原文通りとした。
５．明らかな誤記・誤植は、訂正した。
６．判読不能の文字は、□で表記した。
７．編者が補った部分は、＊で示した。
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光明通信　1944 年 9 月＊
決勝の機方に今日
国家と歴史の関係（学習の合間に）	 神保博聡
母校便り
卒業生通信 
仰光会通信費寄附者氏名
仰光通信　1944 年 12 月
戦力投入この一戦
母校だより
卒業生通信
高等科だより　寮に入って	 阿部成一
冬の朝（俳句＊）	 石橋
詩　山羊／深秋	 阿部成一
仰光通信　1945 年 2 月 15 日
卒業生諸君へ
母校報道
明朗敢闘
会員話題
仰光会通信費への寄附
物々交換
来た来た驕敵！　艦載機の編隊
必勝へ
学寮通信　第一号　1945 年 9 月
上山田ホテル（絵＊）
学年別児童数（表＊）
職員（表＊）
学寮生活
空襲
学寮通信　第二号　1945 年 10 月
長野更級上山田光明国民学校
千曲川（絵＊）
学寮生活 学寮の一日
課外
学童入浴の図
第三回俳句会作品
九月日記
仰光通信　第一報　1945 年 10 月
初等科第十回修了 昭和十九年度十八名
高等科第三回修了　昭和十九年度七名
初等科修了人員数／高等科修了人員数（表＊）
仰光情報
学寮通信　第三号　1945 年 11 月
カミヤマダオンセン（絵＊）
信濃の秋の山	 鴨下信雄

『おかづ』帳より	 今泉清子
日記帳（10 月）
俳句＊	 吉田健起

上山田地区の学寮西巣第四校	 土岐常次郎
光明学校の皆様へ
		  西巣鴨第二国民学校ねづみ寮女子一同
俳句＊	 秋山孝／森川浩
仰光通信　No.2　1945 年 11 月
空襲被害の状況　本校／分校
卒業生動静
学寮通信　第四号　1945 年 12 月
さようなら！昭和二十年
十一月の日誌
 学寮時間表
仰光通信　第三号　1945 年 12 月
通信
学寮通信　No.5　1946 年 1 月
年頭の誓 	 松本保平
映画脚本　寮寸描
お正月の計画
十二月の日記から
仰光通信　1946 年 1 月
新年を迎へて
通信　十二月
名簿作製についてお願ひ
学寮通信　臨時増刊　1946 年 2 月
高松宮の御仁徳 学校長、後援会長 拝謁の栄に浴す
学寮通信仰光通信の発行難解消す
ローマ字欄
上山田、戸倉温泉街図
学寮日誌より
学童の体重増加
食糧事情の好転
仰光通信　2 月特別号 　1946 年 2 月
袋叩き	 山田一郎
学寮通信　第六号　1946 年 2 月
学寮のお正月
俳句＊	 下郷幸雄
上山田小吟	 米倉勇美
楽しかったお正月　模擬食堂
四日は職員大演芸会
八日　児童演芸大会
日誌ヨリ
仰光通信　No.5　1946 年 2 月
卒業生の福利厚生施設計画
原稿募集
通信
学寮通信　特別号　1946 年 3 月
大正橋方面ヨリ見ル戸倉・上山田温泉街（絵＊）
高松宮の御仁徳 学校長・後援会長 拝謁の栄に浴す
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日誌より（4 月）
私等の頁
　東京	 中西彩子
　東京で	 　杉山達雄
　RYOUSEI　SHOKUN　E	 M.KAWAHARA
　E　NIKKI	 M.FURUKAWA
仰光通信　第八号　1946 年 4 月
近況をお知らせ下さい！
住所録
仰光通信　第九号　1946 年 5 月
近況報告を得て
身体不自由者の職業問題	 山田一郎
のどかな春	 岩田慶一
俳句＊	 山本良蔵
短歌と俳句＊	 山田一郎
新日本の朝	 金沢英児
未だ見ぬ上山田	 宮本佳二
本年度上級学校進学者
本校高等科修了生病別（表＊）
本校勤務の先生
学寮通信　第十号　1946 年 5 月
新学期を迎へた学寮
マングワ　SPEED 栽培法	 ハドソン画
学寮日誌（4 月）
本校初等科修了児童病類別（昭和 21 年 4 月調）
春の上山田	 古川ミナ子
学寮通信　No.11　1946 年 6 月
新緑の学寮
六月行事予定表
 Memories of Kamiyamada （絵＊）
夕食後の一時
学寮日誌（5 月）
仰光通信　第十号　1946 年 6 月
名簿作製に就いて
通信
学寮通信　第 12 号　1946 年 7 月
夏が来た
食糧事情
補給食献立（表＊）
日課　時刻が変更された
朝の誓い 朝会で児童一同で唱へることになった
児童慰安会 6 月 15 日午后 7 時
日誌より（ＪＵＮＥ）
仰光通信　第 11 号　1946 年 7 月
石の塔	 鴨下信雄
短歌ほか＊	 宮本佳二
考へ物	 中村葉子

雨宮渡跡碑陰記
学寮通信　第 7 号　1946 年 3 月
学寮の生活
時間割（表＊）
主要食糧配給状況（表＊）
更級郡町村婦人団の学寮慰問
治療室よりの疾病報告 昭和 21 年 2 月調（表＊）
学童体重平均表
My Dream  ボクの夢	 土岐常次郎
昭和 20 年度（第十一回）修了児童
寮日誌（2 月）
通信	 米倉勇美
建国祭学芸会プログラム（記録）
運動機能障碍児進学経路案（案と図）	 T. Ｈ．
特殊教育
昭和 20 年度職員移動
学寮の存続
行事予告 3 月 3 日オヒナマツリ音楽会
仰光通信　第 6 号　1946 年 3 月
吾等の覚悟
仰光会々員諸君へ
昭和 20 年度の回顧
応募マーク図案
仰光会員住所録 （昭和 21 年 2 月現在）
学寮通信　第八号　1946 年 4 月
本学寮名称の変更
本学寮昭和 20 年度の経営費
学校長高等官に待遇せらる
第十一回修了、修業式
川柳＊	 鴨下信雄
第十一回（昭和二十一年度）初等科修了生
第四回（昭和二十年度）高等科修了生
本年度中等学校受験者

「小国民の友」二月号御寄贈　井上利治氏より
日記から（3 月）
林の春	 石橋玲二
俳句＊	 山本良蔵／森川浩
仰光通信　第七号　1946 年 4 月
第十一回卒業の新会員を迎へて
阪下圭八君から通信
鈴木洋子さん逝去＊
GAKURYO NEWS　No.9　1946 年 4 月
BOKURA no GAKURYO NEWS（絵＊）
新学年
最近の食事（表＊）
職員移動
居室担任
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学寮の皆様へ	 大脇葉子
会員通信
会員諸君へ
仰光通信　第 15 号　1946 年 11 月
会員諸君の仕事
伸哉句集の発行
会員のページ
　仰光会の皆様へ	 山田一郎
　学寮の諸君へ	 神保博聡
　伊藤先生から皆さんへ
　仰光会通信費に寄附
　僻	 平林定男
　水蛭子（ヒルコ）	 石橋玲児
　習字	 鴨下信雄
　秋晴れ	 金沢英児
　牛耕しつゝ	 岩田慶一
会員消息
うたのやっこ 	 伸哉
会報告
宮下先生帰らる
学寮通信　第 16 号　1946 年 11 月
大きくなったら何になりたいか？
歩行練習 天気のいい日は打ちつれて堤防へ（絵＊）
児童生活費増額 （十月一日より適用）
10 月の気温記録（グラフ＊）	 高森昭雄
学寮日誌　OCT.1946
本日の配給品
栄養の麺麭	 佐藤彪也
児童作品
　河原に出て	 宇野泰行
　上山田の朝	 高森昭雄
　寮生活	 土岐常次郎
　空想	 斉藤繁
　Fuyu	 T.Sugiyama
新憲法公布記念学芸会
仰光通信　第 16 号　1946 年 12 月
国字の問題	 下郷幸雄
ラヂオ	 中田耕二／鈴木芳夫
会員の皆様へ	 岡村三郎
通信
卒業生調査
妻女山に登って	 Ｈ生
学寮通信　第 17 号　1946 年 12 月
感謝で送る昭和 21 年
芝生での休息（絵＊）
十一月の日誌
本月の配給品

学寮夏期特別教護期間
仰光通信　第 12 号・未見
学寮通信　第 13 号・未見
学寮通信　第 14 号　1946 年 9 月
秋
学寮日誌より（8 月）
知識　ミリバール
肢体不自由児学校校庭私案（絵＊）	 T. Ｈ
学寮食糧事情
献立協議会
配給物資
九月第二週献立
三つの訓
仰光通信　No.13　1946 年 9 月
会員諸君へ
通信
学寮通信　第 15 号　1946 年 10 月
絶好の機会
大きな恩恵
生活日課表
学寮日誌（9 月）
寮のひとゝき	 袖山
授業時間表
上山田の気温記録	 高森昭雄
Akinohi	 Hatano
リンゴの話	 北島
上山田温泉の性状
上山田温泉附近図
お月見とお彼岸	 北島
おやつの時間
上山田通信　吉田健起君からの便り＊
児童作品集
　無題＊	 フクロ井ノボル／磯野弘／木内真／

		  東谷粛／来栖日出麿／石川雅敏／
	     樽矢悦子／古川美奈子

　月夜	 高森昭雄
　無題＊	 中西彩子／萩原千恵子
道		 宇野泰行
或る日	 杉山達雄
秋の空	 斉藤繁
秋		 梅田和男
清流	 土岐常次郎
仰光通信　No.14　1946 年 10 月
医療方面に重要な硝子	 宮本佳二
学寮の治療室（絵＊）
会員名簿作製に就き、会員の住所教えてください＊
通信	 下郷幸雄
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アメリカの教科書から 
体温週期
文芸
　夕ぐれ	 石橋玲二
　顔	 中田耕二
肢体不自由児は廃人ではない
俳句＊	 関位安代
科学　白金の一属
校医伊藤京逸先生の卒業生遠隔調査に就て
東京雑話	 金沢英児
インフレ漫画 1947
卒業生便り
学寮通信　No.20　1947 年 3 月 24 日
学年末
学寮の経営費
第 12 回 昭和 21 年度初等科、高等科を修了する児

童
生活費しらべ（表＊）
辞令
GAKURYO 日記
私達のページ
　気温研究	 土岐常次郎
　気温と水温	 斉藤繁
　室内、室外温度	 宇野泰行
　電気使用量調	 上林仁
　卵が立った	 吉田健起
仰光通信　第 19 号　1947 年 3 月 24 日
研究グループ
卒業生からの通信
研究　僕等の毎日食べてる食事の重さはどれ程か
		  平林伸二
献立表
お父さんは楽でありません（絵＊）	 山田勝重
世界ニュース
学寮通信　第 21 号　1947 年 4 月
新学年	 北島喜好
矯正歩行補助器装用図
学寮日誌（4 月）
光明学校職員一覧（昭和 22 年 4 月現在）
児童・生徒（表＊）
本校設立趣旨
学寮日課表
東京都立光明中学校　５月５日　開校式記念学芸会

開催プログラム＊
仰光通信　第 20 号　1947 年 4 月
平田淑雄先生より
仰光会新会員氏名

私達のページ No.1　Our Page
　此の一年を振りかへって	 中西彩子
　笑話　党	 土岐／後藤
　自由詩　炬燵	 森川浩
　俳句	 古川美奈子／萩原千恵子
　私達のページは明るい窓	 私達のページ編輯部
長野県篠ノ井土木出張所	 高森昭雄
麦笛
父兄各位にお願
冬籠りの支度	 北島
学寮通信　第 18 号　1947 年 1 月
A HAPPY NEW YEAR 1947（似顔絵＊）
年頭の辞
所感 	 宇野泰行
私達のページ No.2
　笑話　三日月	 高森／斉藤
　私達のページ 与論調査	 土岐常次郎
MARY Xmas	 土岐
常識問答
滑稽和歌	 宇野
X’mas 学芸会（プログラム＊）
12 月の日誌から
仰光通信　第 17 号　1947 年 1 月
謹賀新年 1947（絵＊）
昭和 22 年頭に当って
名簿に就いて
研究 痙攣性小児麻痺児に対する味覚試験第一回報

告	 波田野忠雄
上山田ホテル平面図 400 分の 1
家にゐて大学卒業
会員消息
俳句＊	 土居正巳
学寮通信　第 19 号　1947 年 2 月 24 日
本校教育の三大使命
元気な学寮の子等（絵＊）
慰問された学寮	 北島
学寮を慰問された方々
児童より婦人会　女子青年団の皆様へ 	 中西彩子
青年団の皆様へ	 高森昭雄
俳句	 萩原千恵子／古川美奈子／中西彩子
学寮のお正月
学寮日誌より
滑稽和歌	 宇野泰行／中西彩子
GYOKO TUSIN　No.18　1947 年 2 月
最大の責任
卒業生の研究グループ
僕等の仕事	 下郷幸雄
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再び歩いて見て	 梅田和男
学寮日誌（昭和 22 年 9 月→ 10 月）
学寮の生活費
学寮の主食配給状況
仰光通信　第 24 号・未見
学寮通信　第 25 号・未見
仰光通信　第 25 号　1947 年 12 月
昭和 22 年をおくる
大雪の話	 石黒昭彦
仰光会々員名簿（昭和 22 年 12 月）
学寮通信　No.26　1947 年 12 月
1947 年を顧りみて	 梅田和男
冬		 石川雅敏
しんさつ	 武節
うどん作り	 後藤文夫
日本の「インフレ」はどれぐらい高まったか？
中学部物価調査図（22 年 11 月現在）
WINTER HAIKU and WAKA
		  東谷／Ｍ・Ｆ／磯野／梅田
MERRY XMAS 学芸会 Programme
学寮だより（12 月）
仰光通信　第 26 号　1948 年 1 月
明けましておめでとう	 波田野
1948 年 1 月 4 日の集会　金子精宏君からの手紙
俳句	 中田耕二／神保和郎
肢体不自由者連盟に就いて	 波田野
或る脳性小児麻痺児の印象（絵＊）	 T.H.
25 号に記載出来なかった先生の御住所と会員住所
学寮通信　No.27　1948 年 1 月
1948	 松本保平＊
はいく	 古川ミナ子／後藤文夫
新知識　重い水
学寮のお正月	 梅田和男
クリスマスの日	 古川ミナ子
学寮日誌より（1 月）
婦人会の慰問	 後藤文夫
俳句	 梅田和男
仰光通信　第 27 号（昭和 23 年 2.3 合併）
		  　1948 年 3 月
創作　長女（旬刊「真理」23 年新年号所載）
		  河島良二
俳句	 山田勝達／宮本佳二／神津和郎
仰光会新会員
本校卒業児童数（表＊）
学寮通信　No.28（昭和 23 年 2.3 月号）1948 年 3 月
明瞭な寮生活	 若林恒正
絵＊	 ＵＮＯ

仰光通信　第 2
ママ
0 号（2・3 頁欠）　1947 年 5 月 28 日

応募原稿	 下郷幸雄
仰光会員集会
学寮通信　第 22 号　1947 年 6 月
初夏の学寮
学寮日誌（6 月）
私達のページ No.3	 梅田和男
　Ice affair（5 コマ漫画＊）	 Y.UNO
　初夏	 山北厚
　常識問答
　哀悼
仰光通信　第 21 号　1947 年 6 月 19 日
仰光会集会	 波田野
クラルテ発行に就いて	 鈴木鉄男
集会場から
仰光集会報告	 金子精宏
会員動静
仰光通信　第 22 号　1947 年 8 月
卒業生の自主的活動
第 6 回卒生のクラス会	 林和夫
秋の仰光集会
第 22 号発行に際して
再び「クラルテ」について	 鈴木鉄男
学寮通信　第 23 号（昭和 22 年 7.8 合併号）
		  　1947 年 8 月 20 日
今年の暑さ
上山田温泉の盆踊（絵＊）
ワゴスチグミン実験報告	 山北
学寮日誌より（7 月）
学寮の写真記録
立秋	 山北厚
仰光通信・学寮通信の通信費について
仰光通信　第 23 号（昭和 22 年 9.10 月号）
		  　1947 年 10 月
日本肢体不自由者連盟（仮称）の結成
仰光秋の集会報告	 渡久子
クラルテ
文化住宅設計図	 土岐常次郎
白百合に寄せて	 宮本佳二
台風による雨について	 石黒昭彦
俳句	 神津和郎
学寮通信　No.24（昭和 22 年 9.10 月）　1947 年 10 月
陛下をお迎へして	 山北厚　
国立病院の展覧会	 後藤文夫
自動車の常識	 土岐常次郎
俳句＊	 森川浩／上林仁／梅田和男
Oh．dear ！ Oh．dear ！（5 コマ漫画＊）	 Y.UNO
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無題＊	 土井春草
第一回仰光の集ひ報告記	 金子精宏

「仰光の集ひ」にて（其の一）（其の二）	 土居正己
座席の声	 S・H・M
学寮通信　No.31　1948 年 8 月
七夕祭り	 後藤文夫
Gakuryo News（日誌）JUN → JULY
七夕祭学芸会	 T.KOBAYASHI
学寮通信　No.32　1948 年 9 月
ヘレンケラー女史を迎へて	 T.KOBAYASHI
PILOT	 宇野泰行
学寮日誌（7 月・8 月）
ポンセンベイ焼機
袖山先生の憶ひ出
仰光通信　第 31 号（昭和 23 年 9.10 月）
		  　1948 年 10 月
臨時総会報告
所在地（絵＊）	 K.Kaneko
会長になるの記	 T.Takata
長野上山田光明寮を訪ねて
ヘレンケラー　1948 年 10 月＊
ヘレンケラーの講演会を聞いて＊	 M.Hanada
所感	 波田野
クラルテ（クラルテ第 2 号を発行したい＊）
学寮通信　No.33　1948 年 11 月
今迄のこと	 渡辺和夫
ドングリの言葉
学寮日誌（10 月→ 11 月）
宇野先生さよなら！	 斉藤繁
仰光通信　第 32 号（昭和 23 年 11･12 月）
		  　1948 年 12 月
昭和廿三年の仰光会
クラルテ解散	 幹事
世田谷ニュース
あとがき
銷夏散心（俳句＊）	 土居伸哉
学寮通信　No.34　1948 年 12 月
昭和廿三年を送るに当って
日誌（11 月・12 月）
私の来年への希望	 古川美奈子
思い出を語りませう	 堀内一穂
この１年をかへり見て	 杉山達雄
学寮通信　No.35　1949 年 1 月
1949 年の抱負	 小林暢
光明学校に入学して	 宮沢義茂
学寮通信の歴史
Browning の詩＊

生徒児童作品展
優秀作品（表＊）
アラディンのランプ（絵＊）
3 月 3 日おひな祭プログラム
おひな祭	 古川美奈子
節分	 上林仁
3 月 4 月予定
学寮日誌（2 月→ 3 月）
卒業式・修業式記念学芸会プログラム
学寮通信　No.29　1948 年 4 月
新入学に際して	 小林暢
四月馬鹿	 後藤
遠足	 山北厚
学寮日誌（4 月）
アラディンのランプ（つづき）＊
仰光通信　第 28 号　1948 年 4 月
新小児麻痺療法 ヴィタミンＢ１ アセチールヒヨリ

ン併用
自からを守れ
日誌（4 月）
卒業生住所調
俳句	 岩田慶一／神津和郎
28 号あとがき
仰光通信　第 2

ママ
8 号（昭和 23 年 4.5 月合併）

		  　1948 年 5 月
総会の報告
会計報告
クラルテ 2 号
バッチ図案募集⁇
処方箋
学寮通信　No.30　1948 年 6 月
光明小学校開校記念日	 M 生
修学旅行記
軍政部来寮に際して	 U 生
学寮日誌（5 月・6 月）
編集部たより
Summer　1948 年 7 月＊
おたよりは？
SUMMER　EXERCISE
中等部　社会科
小学部 理科 自由研究（科学）1 点
列車時刻表 7 月改正 1948 信越線
夏休みを有効に規則正しく過しませう
仰光通信　第二十九号　1948 年 7 月
無題＊	 幹事一同
仰光通信　第 30 号　1948 年 8 月
一つの石	 D.
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仰光通信　第 34 号　1949 年 3 月
上山田紀行	 土岐常次郎
昭和二十三年度卒業生
校舎の復興第一工事完成近し、近々上京実現か
告知板
ハーモニーサークル
会員消息
訪問記（一）（鈴木鉄男の巻）
会員の声　仰光会への注文	 金沢英児
魂を売る	 金子精宏
会費の未納者に御願ひ
あとがき
仰光通信　第 35 号　1949 年 4 月 22 日
仰光会員え	 波田野忠雄
四月総会模様
御挨拶に代えて	 竹村卓二
映写室より（11）	 Ｔ．Ｔｏｋｉ
私の祈り	 鈴木淑人
仰光会に出席して	 Ｏ生
第一回卒斉藤さんからの手紙	 高田
親しみ	 K.KANEKO
友への手紙	 高田利一
自分で作る楽しみ	 鈴木芳夫
話		 宮本佳二
梅田君のお便り
俳句　木の芽時	 土居伸哉
小林先生のお怪我
会員消息
学寮通信　No.39　1949 年 4 月
GOOD BYE! KAMIYAMADA HOTEL（絵＊）
光明の卒業生	 波田野忠雄
涙の卒業式？	 宇野
APRIL　FOOL ？
ヒステリック編　オール　さよなら	 宮沢
光明オリンピックゲームス	 宇野
学寮の動き（3 月）
学年末学芸会プログラム
編集後記	 宇野
仰光通信　第 36 号　1949 年 5 月 25 日
根気	 金沢英児
日録抄	 花田政国
第二回　仰光の集ひ取止め
上山田の学友が近日中に引き上げて来ます
連載　シュプレヒコール伸びゆくもの（1）
		  土岐常次郎
クラス会より
親和会より

学寮のお正月	 斉藤繁
My Mascot	 古川みな子／菊池真佐子／
		  加田康明／日向信子
にはとり	 菊池真佐子
初夢	 古川美奈子
楽しかった事	 永田陽子
学寮日誌　JANUARY
婦人会の慰問	 梅田和男
学寮通信　No.36　1949 年 2 月
無題	 やすひら
日本の温泉	 宮沢義茂
豆まき	 S. Ｈ．
学寮日誌（2 月）
歩行練習 	 キクチマサ子／古川美奈子／永田陽子
東京都知事の御視察
うれしい	 日向信子
生活日課表
仰光通信　第 33 号　1949 年 2 月 20 日
一九四九年の始めに
生甲斐	 土居正巳
ケイレン性の人達へ	 高田
会員消息
原稿募集
文芸欄　六人集
畦畔の記	 岡田静雄
学寮通信　No.37　1949 年 3 月
The Our School Building in Future（絵＊）
不思議だよ！見てごらん！	 T.HATANO
卒業生の皆様へ
先生方の言葉に答えて	 小林暢
卒業生名簿
思ひ出の鳥籠で座談会
俳句並び和歌
中学生になったら
炬燵冗談編	 斉藤 ･ 宇野
光明トピックス	 UNO
編輯後記	 斉藤繁
学寮通信　No.38（臨時号）　1949 年 3 月 20 日
私たちの学校再建築（図面＊）
笑の壺
　No.1　□明音くらべ	 斉藤繁
　No.2　□　□の？	 宇野
6 年間の想ひ出
新しい学校に対しての希望！
藤田先生のお別れに際して	 小林暢
編集後記	 平林
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仰光会々計部　昭和二十四年度収支報告
春兆宗匠より処女句集
風の便り
編集室
仰光通信　第 43 号・未見
仰光通信　第 44 号・未見
仰光通信　第 45 号　1950 年 9 月＊
錐体外路	 伊藤京逸
自由論壇　季感
感じたままに	 宮尾修
近頃光明学寮のぞ記
新京の生活	 村山俊子
編集室
風の便り
仰光通信　第 46 号・未見
仰光通信　第 47 号　1951 年 3 月＊
光明学校の分校誕生
春の仰光会
母校便り　八条文庫創設
小図画展開催
自由論壇　学校と仰光会
希望について
無題＊	 由起しげ子
どれが本心なのだい	 藤宮秀夫
私の心の窓	 登喜子
ある群衆劇の一駒　暗
思ふまゝに	 高田利一
仰光会　昭和廿五年度会計報告
編輯部員解任
編集室
仰光通信　第 48 号（1・2・7・8 頁欠）　1951 年 9 月＊
東京身体障害者職業補導所訪問記	 石橋
一年生の日記
光の花束　Ｓ駅にて	 Ｏ生
片隅の青春	 石橋玲児
ここに一つの偶然がある（詩＊）	 木田清
それは偶然ではない（詩＊）	 玲児
仰光通信　四十九号　1952 年 5 月＊
久々に一筆	 岸辺福雄
同窓会

『特集号』について
新卒業生諸君に	 天馬
母校だより	 四釜
記念祭の行事！
管の眠	 長沢文男
鏡土居正巳乞食尼	 花田政国
母校だより

会員消息
原稿募集
仰光通信　第三十七号　1949 年 6 月＊
ケイレン性小児マヒと社会	 山口豊
長野より帰京後の学校を訪ねて
告知板
豆ちしき
連載　シュプレヒコール伸びゆくもの（2）
		  土岐常次郎
科学　人間の祖先はアメーバです
作品	 ＨＳ
仰光通信　第 38 号　1949 年 8 月＊
総会報告
和歌	 斉藤幸子
ケイレン性の皆様へ	 石橋玲児
職長	 金沢英児
告知板
寸言	 Ｋ．
後記
仰光通信　第 39 号　1949 年 9 月＊
祝す母校の再興
秋の集会　十月二日
石橋君へ	 高田
編集室たより
身体障害者と肢体不自由者	 高田利一
告知板
仰光通信　第 40 号・未見
仰光通信　第 41 号　1950 年 1 月 1 日
諸君お目出度う
学校と卒業生初懇談会
自由論壇
苦言生より	 Ｋ生
風の便り
編輯室	 高田
仰光通信　第 42 号　1950 年 3 月 25 日
何を我等はなす可きか	 波田野忠雄
自由論壇　親愛なる新卒業生諸君に
無題
学力の向上
学校生活	 宇野泰行
雪にたゝられた仰光会　本年初の集会
話題の焦点
エビスさま　足なへ考（一）	 花田政国
心の影	 井口鋭次
小にして大なる課題	 金沢英児
仰光会白書
愛の友主催　身体障害者福祉のための講演会
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自転車	 佐藤彪也
袋はり
畑作り
笑話
学校新聞　№ 3　1948 年 5 月
印刷も我々で
作業
日本美術展を見て	 金沢
日誌より
廿の扉
ラヂオの利用	 K 記者
児童福祉記念の会	 Ｎ生
私達の欄　学校	 斉藤利久
笑話	 中曽根久米雄
学校新聞　№ 4　1948 年 7 月 1 日
海へ川へ
学校日誌
原稿募集
ラヂオの時間	 Ｋ記者
時間割変更
作業
芝生を大切に
農耕便り
私達の欄　工作
笑話 
学校新聞　№ 5　1948 年 7 月 10 日
夏休みが来る
働らく中学
袋はり
作業
学校師範の学生来校
学校日誌
職員生徒住所録
夏休みの登校日
学校新聞　№ 6　1948 年 9 月 20 日
二学期には
中学の教室（絵＊）
夏休みの学校日誌（中学）
今学期の学校放送（九月十三日から）（表＊）
ヘレンケラーというアメリカの女の人＊
中学内閣 小学内閣
ジープの語源
八月の気温（図表＊）
お知せ
学校新聞　№ 7　1948 年 10 月 20 日
いよいよ建つぞ！　学校復興計画
校長先生の話

主張　人道愛に基く障害者福祉措置を
自由論壇　再軍備問題と我々
風の便り
片隅の青春（続）	 石橋玲児
愛（詩＊）	 無名
鉄のカーテン内の不自由者たちは？（座談会）
不具者に於ける哲学的誕生	 木田清
編集室
仰光通信　1953 年 2 月
過去の仰光会と今の仰光会といふもの	 平田淑雄
仰光会春の総会
フイリップ　足なへ考　十一	 花田政国
明日は未知	 土居伸哉
当り前なあまりにも当り前な	 金沢英児
風の便り
或る手紙から	 中曽根久米雄
レデイ・ファースト	 桜元伸人
母校の窓
愛とは何か	 N. Ｉ
文学に現れた不自由者　或る「小倉日記」伝より
		  石橋玲児
人世中の幸運の一つについて	 山北厚
編集室
仰光通信　1953 年 4 月＊
委員長に就任して	 石橋玲児
自由論壇　教育は均等でなくてはならない	 天馬
仰光会総会開く
前向か後向か	 高田
中学校卒業の皆さんへ	 仰光通信編集部 A. Ｙ
風の便り
母校の窓
木歩（モッポ）　足なへ考	 花田政国
28 年度予算
身体障害者公共職業補導所	 安田信人
ガラス（詩＊）　	 榛名典信
叛旗（詩＊）
若き鼓動	 大塚明
編集部挨拶	 山北厚
学校新聞　№ 1・未見
学校新聞　№ 2　1948 年 4 月
来春三月引あげ予定
新学期の春
卒業の日	 金沢生
ノォトより
新入生の言葉
課外の時間の行き方
仰光会総会　四月十八日
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学校ニュース
学校日誌　一月二月
映画鑑賞
一月二日の日	 碓井英一
一年生のへや
学寮のお友だちへ
人口湖	 山北厚
学校新聞　№ 11・未見
学校新聞　№ 12　1949 年 3 月
学級がふえる
一年たった学校新聞
学校新聞批評会
新入学児童面接
上棟式も終りどんどんすすむ復興！
□□□の衣料配給
銀線ガラス
大木副知事来校
電力使用合理化展見学
学校日誌
卒業生は 5 名
クラス会
この一年をかえりみて
多くの不自由者のために	 金沢英児
はるがきた
六年生を卒業する日	 山添美恵子
クラスの友　7　1948 年 6 月
本校通学第 1 日目	 山本一郎
友人	 金沢英児
名もしれぬ花	 中曽根
私の弟	 丸山英子
電車追突	 安田信人
えびがに	 井上清
田舎よりの帰途	 菊地章介
トルストイ	 金沢英児
希望（ゲーテの詩集より）
あとがき	 浅見淑子
さんびか
クラスの友　8　1948 年 7 月 7 日
留守居番	 菊池章介
たそがれ	 中曽根久米雄
にくき小あり	 来田幸三
創作　貧乏	 金沢英児
学校から帰った時	 井上清
麦こき	 山本一郎
中学部へ
クラスの友批評会
編輯後記

北島先生の話
みのりの秋
新しい社会科
ヘレンケラー歓迎会
一年生のへや
学校新聞に対する皆さんの声
勉強と仕事
教育委員会
学校新聞　№ 8　1948 年 11 月 15 日
配給物もとれず　いすもなおせぬ
学校の現状
出来るぞ職業修得作業場
秋の遠足
相模湖へ　中学小学上級部
動物園へ　小学部
ペテン島
湖もインフレ
たのしいえんそく
くりひろい
私たちのらん　遠足	 丸山英子
原稿募集
一月文庫
岸辺先生の手紙
盲聾唖合同学芸会見学
学校日誌（10 月）
学校新聞　№ 9　1948 年 12 月
学校新聞批評会
新しい机といす
紙芝居 井上さん来校
新しい先生
広くなった運動場
学校日誌　一一月一二月
新聞はなぜ大切か
日本の新聞の歴史
アメリカの新聞
新聞はどのようにして作るか
あなたは新聞を読むか
たきび
来たぞ巡回映画班
子供話の泉見学
映画鑑賞「鐘の鳴る丘」
講演と映画 音楽の会
学校新聞　№ 10　1949 年 2 月 21 日
牛の如く
復興に着手
希望はどこから	 小林
新聞社見学
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肢体不自由児の学校と教育　No.1（＊未見）
肢体不自由児の為に特別な学校が施設されるべき必

要
肢体不自由児学校で取り扱われる児童
肢体不自由児の種類
肢体不自由児の病状
肢体不自由児の適性
卒業した児童の状況
肢体不自由児は如何に教育さるべきか
肢体不自由児学校の教師
肢体不自由児学校に施設さるべき特別施設
肢体不自由児学校連絡施設
肢体不自由のためにどんな苦痛があるか
肢体不自由児の学校と教育　No.2　1949 年 4 月 10 日
序
肢体不自由児教育の歴史
肢体不自由児の学校
肢体不自由児と立法
肢体不自由児調査
肢体不自由児教護事業
肢体不自由児学校組織
脳性小児麻痺児の学習能力
肢体不自由児の学校と教育　No.3　1949 年 4 月 17 日
痙攣性小児麻痺児の学習能力
痙攣性小児麻痺児の描画と書字
脳性麻痺児の治療目標
肢体不自由児の学校と教育　No.4　1949 年 8 月 27 日
肢体不自由児をどうして救うか
肢体不自由児の医療教護
肢体不自由児の職業指導
東京都立光明小学校の卒業生の職業
肢体不自由児の学校と教育　No.5（＊未見）
光明学校卒業生の職業
就職者病類別表
肢体不自由者の一般的治療法
整形外科的療法
脳性小児麻痺児の練習療法
肢体不自由児の学校と教育　No.6　1950 年 2 月 28 日
肢体不自由児とその智能
智能検査（第一）用紙を使用の検査結果
学校団体智能検査法による結果
痙攣性小児麻痺の生徒個人に就ての一例
結語
肢体不自由児の学校と教育　No.7　1950 年 5 月 21 日
肢体不自由児の学校建築
日本での公立肢体不自由学校の校舎
寮の居室の問題

クラスの友　9　1948 年 10 月
或る日の弟	 金沢英児
詩　器械	 来田幸三
祖父の思ひ出	 浅見淑子
ぼくと新聞	 井上清
遠足ではぐれのあと	 安田信人
私作句集より	 中曽根久米雄
とりこし苦労	 山北厚
俳句	 浅見淑子／中曽根久米雄／渡久子
犬		 丸山英子
編輯後記
クラスの友　12 月号　1948 年 12 月 22 日
しもやけ	 井上清
夢		 中曽根久米雄
運動会	 丸山英子
新聞	 金沢英児
本屋	 安田信人
学寮生活の思い出	 玉山ノリ子
クラスの友　1 月号　1949 年 2 月 5 日
編集と印刷	 山本一郎
やけど	 玉山ノリ子
くじ	 金沢英児
かすかなぬくみ	 中曽根久米雄
朝		 来田幸三
くれの母	 井上清
幼き日の思い出	 山北厚
編集後記
クラスの友　2 月号　1949 年 3 月 14 日
ノートより	 浅見淑子
正月の三日間	 安田信人
風邪	 山北厚
あか	 井上清
夜明けの餅つき	 玉山ノリ子
Ａ君を訪ねる	 金沢英児
編集後記
クラスの友　3 月号　1949 年 3 月 25 日
梨の花	 中曽根
ぜいたく	 山北厚
“ クラスの友 ”　一年間をかえりみて	 山本一郎
クラス座談会　この一年をかえりみて
周三	 来田幸三
憲子のおかづ	 浅見淑子
夜道	 玉山ノリ子
風の寒い朝	 井上清
プラットホーム（創作）	 金沢英児
編集後記
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創刊に際して	 森長平
一つの計画	 加治尚
詩三篇	 鈴木淑人

「クラルテ」及びそれに関聯して	 平田淑雄
露涼し	 土居伸哉
句集〝麦笛〟読後	 花田政国
信念	 林和男
雑感	 加治尚
蝿		 山田勝正
麦笛より
国境を越えた世界	 山口豊
無題＊ 	 ジャン・モレアス
Ｏさんの事	 森長平
練習曲	 加治尚
文み二通	
編輯室	 加治

畳の問題
肢体不自由児の学校の室数案
肢体不自由児の学校と教育　No.8（＊未見）
光明学校の卒業生
肢体不自由児の学校と教育　No.9　1951 年 7 月 31 日
肢体不自由児の父兄の希望
肢体不自由児の学校と教育　No.10　1952 年 1 月 2 日
光明学校の卒業生はどうなっているか
卒業生病類別表
小学校卒業生の個々の状況
　a 痙攣性小児麻痺
　b 弛緩性小児麻痺
　c 結核性関節炎
　d カリエス
　e その他

「肢体不自由児の学校と教育」No.1 ～ No.10 の目次
一覧＊

クラルテ　第一号　1948 年１月１日
クラルテ発刊のはじめに	 鈴木鉄男


